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〇朝比奈雅志　(植物生理学研究室)

本研究では、シロイヌナズナ切断花茎の癒合過程における時空間的な遺伝子発現調節機構の解明を目的に、
レーザーマイクロダイセクション（LMD）法を用いて、より限られた組織・細胞レベルでの遺伝子発現解
析、及び植物ホルモンの内生量の測定を行った。凍結切片作成後、LMD法を用いて回収した切片からRNAを
抽出し、リアルタイムPCRで遺伝子発現を調査した。また、同様に採取した組織からLC-MS/MSを用いた植
物ホルモンの一斉分析やイメージング技術を活用した研究事例の紹介を行った。以上の研究は、私立大学戦
略的研究基盤形成支援事業、科学研究費補助金(若手B)による支援を受け、本研究室の卒研生、大学院生が中
心となって行われた。
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【発表者について】アンダーラインは本学教員、研究員および技術職員、○は発表者、※は大学院生、卒研生または卒業生

第7回 植物電子顕微鏡若手ワークショップ（理化学研究所横浜事業所）

植物切断組織の癒合と植物ホルモン
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